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schistes のように属の和名がない場合には， Teloschistes にダイダイキノリ属の和名 
を予め準備して，科の和名もダイダイキノリ科とした。これらの属の和名については， 
別の機会に報告することにしたい0—方， Trapeliaceae のような場合には規準属の 
Trapelia に属の和名がなく， 信頼すべき日本産の報告もないので，同科に含まれる 
Placopsis ザイ ジーゴヶ属の名称を科の和名にも採用し，デイジーゴヶ科とした。 

近年研究が進展し，科の概念が著しく変ったものとして広義の Lecideaceae ヘリト 
リゴヶ科がある。日本でヘリトリゴヶと呼ばれて，広義の Lecideaceae の代表と考え 
られてきたものは，現在 Porpidia albocaerulescens (Wulf.) Hertel et Knop と呼 
ばれ， Propidiaceae に属している0そこで， Lecideaceae を広義に解釈する場合はへ 
リトリゴヶ科の名称を使うとしても，狭義で使う場合にはヘリトリゴヶ科は Porpidia- 
ceae に対応する名称とし， Lecideaceae に対してはヘリトリゴヶモドキ科の和名を使 
い，その規準属 Lecidea の和名も従来のヘリトリゴヶ属からヘリトリゴヶモドキ属に 
変えたらどうであろうか0同様なことは Lopadiaceae にも言えるが，従来使われてき 
た広義の Lopadiaceae サビイボゴヶ科に対して，現今の意味での狭義の Lopadiaceae 
にはニセサビイボゴヶ科の和名を与え，日本産の代表的な種 Brigantiaea ferruguinea 
(Miill. Arg.) Kashiw. et Kurok . サビイボゴケを含む Brigantiaea サビイボゴケ属 
を規準属とする Brigantiaeaceae をサビイボゴヶ科としてはどうかと考える。 

以上の地衣類の科の和名の選定については，地衣類研究会の方がたから貴重な御意見 
をいただきました。この機会に御礼を申し上げます。 
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